
恐竜・化石を活用した
地域活性化に向けた取組について

令和６年(2024年) １０月３０日（水）
令和６年度第２回北海道恐竜・化石ネットワーク研究会
事務局：北海道総合政策部地域創生局地域政策課
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議題

１ 令和６年度の取組（報告）

(1) 北海道フェア「みんなおいでよ！恐竜・化石大陸ほっかいどう」の開催

(2) 「ほっかいどう恐竜・化石カレンダーの配布」の実施

(3) 小林先生プレミアム授業の応募状況

(4) AOAO SAPPOROの企画展について

２ 令和６年度の取組（案）について

(1) 「恐竜・化石大陸ほっかいどう」プロモーションの実施について

３ 令和７年度の取組（案）について

(1) ノベルティプレゼント企画について

(2) 「恐竜・化石大陸ほっかいどう」プロモーションの実施について

(3) CISEネットワークとの連携事業について

４ 各博物館・団体等からの話題・情報提供について 2



１ 令和６年度の取組(報告)

◎日時・場所

R6.7.6(土)～7(日) @イオンレイクタウンmori 水の広場

※R6.7.2(火)～5(金) ポスター等展示のみ

◎内容

①物販ブース ●恐竜グッズ販売

(むかわ町) ●カムイサウルス全身骨格レプリカ1/5サイズ

②クイズブース ●クイズに挑戦した方に恐竜・化石マッププレゼント

(事務局) ●ポスター等展示 (三笠市、沼田町、札幌市、

八雲町、枝幸町、北海道博物館、中川町、足寄町)

◎来場者数

●イベント全体で1,627名（2日間合計の延べ人数）

●物販ブース：864名、：クイズブース：763名

※購入した方、クイズに挑戦した方のみカウント

北海道フェア「みんなおいでよ！恐竜・化石大陸ほっかいどう」の開催
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１ 令和６年度の取組(報告)

イベント全景 レプリカ展示

クイズブース ポスター等展示

北海道フェア「みんなおいでよ！恐竜・化石大陸ほっかいどう」の開催

物販ブース

鈴木知事来訪
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１ 令和６年度の取組(報告)

◎実施期間

R6.8.17～9.20 9市町村

◎目的

北海道草創期から現代までの１億年を１年に換算し、北海道

の成り立ちとともに恐竜などの古生物や関係市町村の観光情報

などを紹介し、各展示施設への訪問を促進することを目的

◎映画クレヨンしんちゃん オラたちの恐竜日記」とコラボキャンペーンについて

ポスター製作費用負担の諸経費への対応が難しく、PRの希望に添えないことから、コラボ事

業については見送ることを決定

（ポスターPRのみ協力市町：むかわ町、小平町、沼田町、八雲町、枝幸町）

「ほっかいどう恐竜・化石カレンダー」の配付
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展示施設名 配付方法 配付時期 配付数

むかわ町 アンケート 8/20～ 150

中川町 クイズ 8/17～ 150

小平町 クイズ 8/17～ 54

足寄町 アンケート 8/17～ 130

沼田町 クイズ 8/17～ 150

札幌市 クイズ 8/17～31 210

黒松内町 アンケート 8/17～ 20

八雲町 クイズ 8/17～ 30

枝幸町 クイズ 8/17～ 65

浦幌町 アンケート 8/17～ 13

配布合計数 972

１ 令和６年度の取組(報告)

「ほっかいどう恐竜・化石カレンダー」の配付
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１ 令和６年度の取組(報告)

◎目的

我が国の恐竜研究の第一人者である小林先生を講師に授業を行い、全道

の恐竜をはじめとする古生物の魅力の発信や各市町への誘客を促進する

◎概要

応募期間：令和6年8月24日～10月20日

開催日時：令和6年12月7日（土） 10時30分～12時00分

開催場所：AOAO SAPPORO（テーマ：海の世界の化石）

定 員：45名、各展示施設の招待枠は３名

（AOAO SAPPOROは開催場所であることから６名）

応募方法：14展示施設に掲示してあるポスターからQRコードを読み取ることで応募

抽 選：事務局で各展示施設の応募者を10月20日以降抽選

入 場 料：当選者を無料でご招待、保護者１名の同伴可能

「小林先生プレミアム授業」の応募状況
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展示施設名 応募開始時期 応募者数

三笠市 8/24～ 47

むかわ町 8/24～ 18

中川町 8/24～ 5

小平町 8/24～ 1

足寄町 8/24～ 7

沼田町 8/24～ 15

札幌市 8/24～31 25

黒松内町 8/24～ 0

八雲町 8/24～ 0

枝幸町 8/24～ 4

浦幌町 8/24～ 0

別海町 8/24～ 0

北海道博物館 8/24～ 26

AOAO SAPPORO 8/24～ 34

応募合計数 182

１ 令和６年度の取組(報告)

「小林先生プレミアム授業」の応募状況
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１ 令和６年度の取組(報告)

◎名称：特別企画展 はっけん！恐竜・化石大陸ほっかいどう『海の化石ミュージアム』

◎日時：令和６年１０月１日～１２月８日

◎目的

北海道各地で発掘される様々な古代生物の化石について、AOAO

SAPPOROとの連携により、太古の海の世界で暮らした生物や生態

系への不思議を感じながら、北海道独自の地域資源の存在を知り、

化石が有する潜在的な価値を知ってもらう機会をつくり、各展示施

設のPRを行う

◎概要

① 海の生物の化石の展示 ② 展示物・展示施設の紹介パネルの展示

③ 恐竜グッズの販売 ④ 学芸員の解説（むかわ町、足寄町、沼田町、札幌市）

⑤ 小林先生プレミアム授業 恐竜・化石大陸ほっかいどうin2024

AOAO SAPPOROの企画展について
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２ 令和６年度の取組(案)

◎目的

我が国の恐竜研究の第一人者である小林先生を講師に授業を行い、全道の恐竜をはじめ

とする古生物の魅力の発信や各市町への誘客を促進する

◎概要

⚫開催日程：12月7日10時30分～12時00分

⚫定員45名、招待者に恐竜・化石マップとカードをプレゼント

AOAO SAPPOROの企画展について（小林先生プレミアム授業）
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２ 令和６年度の取組(案)

◎日時・場所

R7.2.1(土)～2(日) @イオンレイクタウンmori 木の広場

◎概要

●内容：① 化石・骨格レプリカ、パネル・ポスター等の展示

② AR体験や発掘体験などの体験ブースの設置

③ 恐竜グッズの販売

④ 小林先生のステージイベント 等

◎実施に向けた意向調査

●職員派遣・展示物提供・発掘体験・物販の有無など

●令和6年2月の開催同様、費用負担等は市町負担となりますので御承知おきください。

「みんなおいでよ！恐竜・化石大陸ほっかいどう展2025」の開催
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イオンレイクタウン



２ 令和６年度の取組(案)

◎昨年度開催に係る意見及び改善点

参加市町（意見）●発掘体験の集客が予想以上。両町同時ではなく、時間や日替わりで

分けることの検討

●講演会終了後の発掘体験再開時、発掘体験スペースの移動で展示

が見られない状態になり、待っている人が多く、会場の配置や誘導の

仕方には検討が必要

●SNSなどで早めの周知

●水の広場など、より人流が多い会場のほうがもっと来場者が見込めるの

では。ただし、会場としては、これ以上増えても対応に不安

●会場が狭いため、展示はカムイサウルス１体で十分と感じた。

●パネル展示は、設置方法や説明の工夫が必要

●骨格を少なくし、販売を拡充したほうが満足してもらえたのではないか

という印象。販売は要員なしでも参加できる可能性があり、関係市町

村のものを預かって売る仕組みの検討

「みんなおいでよ！恐竜・化石大陸ほっかいどう展2025」の開催
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２ 令和６年度の取組(案)

◎検討事項

●参加市町を増やす方策

→各市町のPR動画の放映など、職員派遣が難しくても、PR等に参加可

⚫展示物の提供

→各市町のポスター等の展示物の提供、展示方法の工夫

⚫委託販売等物販の検討

→各市町が物販ができる仕組みの検討。昨年度以上に物販を充実

⚫レイアウトの検討

→参加市町が増えることを想定し、レイアウトを検討

⚫発掘体験の実施方法の検討

→発掘体験の回数や体験者数の増、出展する市町の日替わり、時間割で対応 など

⚫小林先生の講演会の誘導手法

→小林先生の講演会は人気であることから、（整理券対応ではなく）事前に抽選

◎方向性

⚫物販をする市町の出展の増加、発掘体験の拡充、来場者の整理を徹底する。

「みんなおいでよ！恐竜・化石大陸ほっかいどう展2025」の開催
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３ 令和７年度の取組(案)

◎タイトル

赤レンガ庁舎リニューアル記念

「ほっかいどう恐竜・化石グッズ」プレゼント

◎概要

●研究会の構成市町の恐竜・化石グッズと恐竜・化石カレンダーをプレゼントする企画を地域

資源活用担当のX（旧Twitter）に投稿（赤レンガ庁舎工事終了後、実施）

⚫タグ「#北海道の恐竜・化石」を付け投稿・フォローしてくれた方を対象に抽選でプレゼント

⚫各市町の恐竜・化石のPRとこのXのフォロワーを増やすために実施

◎注意点

●当選はX上で報告、DMのやりとりができること

⚫発送先は日本国内のみ

ノベルティプレゼント企画について Ⅰ
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３ 令和７年度の取組(案)

◎タイトル

「恐竜・化石関連グッズ」プレゼント

◎概要

●研究会の構成市町の恐竜・化石グッズ、小林先生の書籍、研究会のPRフライヤーなど

抽選でプレゼント

⚫ポスター（QRコード）は事務局で作成、各展示施設の展示エリアに貼付

●恐竜・化石関連グッズを呼び水に展示施設の来館者を増やすこと、各施設のことを知って

いただくきっかけを創出

⚫実施時期は、来場者が多い令和７年７月から８月末まで

⚫当選者発表は、9月末を想定

ノベルティプレゼント企画について Ⅱ
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３ 令和７年度の取組(案)

「恐竜・化石大陸ほっかいどう」プロモーションの実施について
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①「みんなおいでよ！恐竜・化石大陸ほっかいどう展2026」

●期間：令和８年１月下旬～２月上旬予定 ●場所：イオンレイクタウン（埼玉県越谷市）

●内容：① 化石・骨格レプリカ、パネル・ポスター等の展示 ② AR体験や発掘体験などの体験ブースの設置

③ 小林先生のステージイベント 等

②「北海道フェア」（北海道物産展）

●期間：令和７年７月上旬予定 ⚫場所：イオンレイクタウン（埼玉県越谷市）

⚫内容：① 各展示施設のパンフレット・ポスター展示 ② クイズで恐竜グッズプレゼント

③ 恐竜・化石工作体験 等

③その他のプロモーション 「むかわ町の新博物館のPRついて」

●オープン：令和８年春予定 ⚫PR方法：北海道HPや各SNS等



３ 令和７年度の取組(案)

◎CISEネットワークの概要

地域住民に向けての科学技術コミュニケーション活動を推進する地域ネットワークを構築し運

営。自然系博物館、動物園、水族館、科学館、図書館施設などで、科学教育に関係する講

座やイベントの運営や、教材の開発、その他目的を達成するための事業活動の実施。

◎構成団体

北海道大学総合博物館、札幌市円山動物園、

札幌市中央図書館、いしかり砂丘の風資料館、

小樽市総合博物館、札幌市博物館活動センター、

札幌市環境プラザ、札幌市定山渓自然の村、

北広島市エコミュージアムセンターなど

CISEネットワークとの連携事業
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３ 令和７年度の取組(案)

◎連携の目的

本研究会と連携することで、恐竜・化石の博物館と自然史系博物館でよりいっそうの普及効

果が期待できる

◎次年度以降の連携事業について

事業の具体案について、助成金申請時期の関係で、令和７年１月頃に作成予定。

案を作成次第、本研究会で共有

◎過去のイベント写真

CISEネットワークとの連携事業

18
CISEサイエンスフェスティバル


